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男子 生 徒     女 子 生 徒     合  計
中  1       411(51.0)       395(49.0)
中  2       453(52.2)       415(47.8)
中  3       262(47.2)       298(52.8)
高    1              555(54,1)              471(45,9)1,026
高    2              186(62.0)              114(38.0)
高    3              118(50.6)              115(49,4)
モ予    言+            1,985(52,4)            1,803(47.6)3,788
学年によって男女比が異なり,学年差のみの分析や性差のみの分析はできない。
調査方法 :ALTに関する25項目からなる調査書を作成し,予め了解が得られていた学校に送付し
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1      15。ALTの授業を受けて,教科書に出ている以外の英語の表現をおぼえた。
1      16.ALTの授業は,テス トのとき役に立っ。
17.ALTが少しでも日本語を使うと,勉強がわかりやすくなる。
1      18.ALTが参加する授業の前は,質問してみたいことをメモなどして準備している。1      19.ALTが参加した授業の後では,授業でならったことをよく復習している。










(なお,今回の調査研究で使用された実際の調査書はPικι″がθ″熔 げ ナル カr きても憩毬陶紹
(Adachi,Macarthur,Shen,1996)に収録されている)
Ⅲ.結果と考察
1     1)英語に関して
1       英語に関する質問は,下記の2つであり,それぞれについて分析を行った。また,この2つの
十      項目の間の相関係数は,0.37であった。
a)英語は,あなたにとってとくいな科目ですか
!        各選択肢への回答を表3-1-1に示した。また,性別・学年別の平均値は図3-1-la,
|        に示した。
学年と性別の交互作用は見られなかったが,若千の学年差が見られるとともに,「とくいで




1       受験科目としての英語が意識されるためかもしれない。
表3-1-1 英語に関する項目への回答      単位 :人(%)
1.強く同意する 2.同意する 3.どちらでもない 4.同意しない 5.まったく同意しない
夢こ言旨窄予えま?        241(6.4)      695(18.4)      758(20.1)      954(25.3)    1,122(29.8)
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意欲   自信  本物好き
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外国興味  集中
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